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I 目的

河川:K放慌したニジマス口才魚、がどのよう友生長、移動お孟よび娯餌状iJ己を示すかについて調査し

今後の河川i放流陀際しての効果増大の資料とする。

n a照査方法

人工飼育 LIたニジマス口才魚、(ノーマノレ 4.0日日尾、アルビノ 1.0 0 0尾〕を大和田川に放流し

毎月 1回標本を採集して生長、移動なよぴ摂餌状侃を調査した。

またこれと併行して河川の性状陀ついても観測踊査を行った。

E 調査内容

(1) 謂査場所

大和田川(十和田市)

(2) 調査期間

昭和 41年 7月 4日""-'1 1月 10日〔再捕調査は 42年 2月26 Bまで)

(3) 調査項目

(イ) ェジマスの生長

(ロ)移動状況

料再捕状況

(ニ)摂餌伏悦

(;f-~ 戸ifJU性伏

N 調査結果

(ィ) ニジマスの生長

1 1月 10日までの生長は(第 1図)のようにノーマルが平均全長 4.9 8cmから 16. 3 4ιmK 
念り、アルビノは平均全長が 6.7 4Cl百から 12. 4 6己7百となりノーマノレがアルビノより良い生長を

示した。
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放流0才魚 (，1ーマル)の生長にともt.cう体長(L)と体重 (w)の隔には

Wニ O.~ 2 2 0 7 L 29 1737u:>関係が成立するo

(ロ)移動状侃

本流ニジマスの移動範囲は凡そ 1.5 K.11程度と思われる(7月 4臼.......1 1月 10日)

H 再捕状侃

3回の捕獲調査を行って第 1表のような結果を得たがこのうち全長 1ocm未満のニジマスは再

放流し漁獲の対象とし左かったo

第 1 表

4 2 2 

計

(三J摂餌状況

胃内容物からみると捕食物はヨコエピが主体で他に昆虫の幼虫、植物の破片、稚魚が少数のニ

ジマストてみられた。

(ホ)河川!性状

毎月 1回の流水量調査では O.5 3...... O. O 8 4 rn' / S e cの続水量を示し、 日観測による水混で

は 11. 5....... 1 6. 0 "C (いずれも 7月4日.......1 1月 10日)と比較的流水量、水温に変化の少左い

河川である。

V 考察:J:，~よび今後の課題

従来の河川放洗試験では放硫ニジマスは大型魚ほど効果が顕著でかつ大きな淵のある大型河)1げま

どよいとの結果が得られて1いる。

しかし今回の調査では小型のニジマスを用いて小型の河!lJへ放涼したがか左り良い結果が得られた。

今後はニジマスの習性である降海性が生長するにつれてどのように現われ生産量にどのような影響

を与えるかを観察することによって ニジマスの河川放杭効果を判定する必要があるo

{ニジマス河川放流効果について一大和田il--青森県・参照}
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